
【事例４】 賞味期限と消費期限
○ 全ての加工食品には、賞味期限又は消費期限のどちらかの期限表示が表示さ
れている。（一部の食品を除く）
○ 賞味期限が過ぎてもすぐに食べられなくなるわけではないことを理解して、
見た目やにおいなどの五感で個別に食べられるかどうか判断することが重要。

賞味期限 Best-before 

消費期限 Use-by date 

おいしく食べることができる期限です。
この期限を過ぎても、すぐ食べられないと
いうことではありません。

【定義】
定められた方法により保存した場合において、期待されるす
べての品質の保持が十分に可能であると認められる期限を
示す年月日をいう。ただし、当該期限を超えた場合であって
も、これらの品質が保持されていることがあるものとする。

期限を過ぎたら食べない方が良いんです。

【定義】
定められた方法により保存した場合において、腐敗、変敗その
他の品質の劣化に伴い安全性を欠くこととなるおそれがないと
認められる期限を示す年月日をいう。 56
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２ 食品安全行政（食品の安全）

(1) 食品安全行政の枠組

(2) 食品安全行政の体制

(3) リスク分析手法

（リスクアナリシス）

本日の講義内容

57

３ 食の安定供給にかかる食品安全行
政上の取組（食の安全）

(1) 病害虫防除、農薬

(2) 肥料・飼料

(3) 動物防疫

(4) 植物防疫

４ 食の信頼確保にかかる食品安全行
政上の取組（食の安心）

(1) 食品トレーサビリティ

(2) 食品表示・監視

(3) 米穀の流通監視

(4) 食品防御（フードディフェンス）

(5) 消費者の部屋、懇談会等

１ 「食品の安全」と「食の安全」

(1) 食品が安全であること

(2) リスクとハザード

５ まとめ



消費者・市場のニーズ（流通規格） 58

病害虫・雑草 農作物被害

農作物の保護＝防除
（目的）

 国民に豊富な食料を手頃な価格で
安定的に供給
自給率（平成28年度：38％）の向上

 良質な農産物を供給、除草労力の
軽減

 農家が安定した収入を得て、継続
的な生産活動を行うこと

病害虫防除の必要性

日本は、温暖・多雨・多湿な気候
（参考）ほぼ同じ緯度にあるカリフォル

ニアの約６倍の年間降水量

他の先進国に比べ、病害虫が発生し
やすい

日本は病害虫が発生
しやすい気候

農産物の見た目を重視

年間を通じて食卓に農作物を提供する
ため、施設栽培が盛ん

暖かい施設の中で冬を越す病害虫が
増加

毎日の食卓に農作物を提供

病害虫防除とは？ ＜わが国の特殊性＞

＜３（１）病害虫防除、農薬＞
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もし、防除を行わなかったら！

病害虫・雑草による生産減収と出荷金額への影響

作 物 生 産 減 収 率（％） 市場へ出荷で
きなかった割合

【純減益】（%）最大 最小 平均

水稲 １００ ０ ２８ ３４

ばれいしょ ４４ １９ ３１ ４２

りんご １００ ９０ ９７ ９９

キャベツ １００ １０ ６９ ７０

きゅうり ８８ ４ ６１ ６０

諸元：慣行的な管理を行った栽培試験区と防除を行わなか
った栽培試験区について収量と品質を比較調査した。
（社）日本植物防疫協会

なぜ、農薬を使用するか？

病害虫とその被害

水稲（いもち病）

キャベツ（モンシロチョウ）

リンゴ

（シンクイムシ）

＜３（１）病害虫防除、農薬＞
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○｢農薬｣とは、
・ 農作物等を害する病害虫の防除に用いられる殺菌剤、殺虫剤
その他の薬剤及び成長促進剤、発芽抑制剤その他の薬剤
・農作物等を害する病害虫の防除のために利用される天敵

殺虫剤
殺菌剤
除草剤
誘引剤
交信かく乱剤

など

発根促進剤
着果促進剤
無種子化剤

など

寄生バチ
テントウムシ
カブリダニ類
昆虫ウイルス

など

病害虫の防除
に用いる薬剤 成長調整の薬剤

病害虫防除に
利用する天敵

農作物等に使用
【農作物等の範囲】
• 稲、野菜、果樹だけでなく、樹木、草

花、ゴルフ場や公園の芝生、街路
樹 等

【病害虫の範囲】
• 菌、線虫、だに、昆虫、ネズミ、スズ

メ等の鳥類、ナメクジ、雑草、 ウイ
ルス 等

※ 農薬と同じ成分を含むものでも、ゴキブリや蚊

等の衛生害虫を防除するために家庭等で用い
られるものは、農薬に該当しない。

農薬とは何か？
＜３（１）病害虫防除、農薬＞
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(2) 無登録農薬の取締

(1) 農薬登録制度（農薬の安全性チェック）

登録された農薬のみが
製造、輸入、販売、使用
される仕組み

(3) 農薬の正しい使用

(4) 農作物中の農薬
の監視

①毒性試験

②動植物体内での農薬の分解経路と分
解物の構造等の情報を把握

③環境影響試験
④農作物残留性試験

農薬登録申請時に提出が必要な毒性等の試験成績の例
（食用作物に残留する可能性がある農薬）

農薬を使用した農産物の安全性確保
＜３（１）病害虫防除、農薬＞
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農薬の使用状況

資料：国内農産物における農薬の使用状況及び残留状況調査結果（平成27年度及び28年度）（平成30年3月28日、消費・安全局公表）

 平成２７～２８年度に、７０６戸の農家について、農薬の使用状況を
調査し、不適正な使用はなかった。

農薬の残留状況

 のべ３，７６３検体※の農産物について残留農薬を分析した結果、
２７年度に分析した２検体を除いて、食品衛生法による残留基準値
を超えたものはなかった。

※のべ検体数： １試料検体について２種類の農薬を分析した場合２検体として試算。
実検体数は、７０６検体。

 なお、今回の残留基準値を超えて農薬を含有していた農産物を
継続的に通常量摂食しても健康に影響を及ぼすおそれはない。

農薬の使用状況、残留状況（平成27～28年度）
＜３（１）病害虫防除、農薬＞
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ＩＰＭ＝Integrated Ｐｅｓｔ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

利用できる技術を
合理的に組み合わせて

病害虫を防除

化学農薬の使用削減
（殺虫剤・殺菌剤など）

農薬の効率的使用
マリ－ゴ－ルドによる
線虫の忌避、アイガモ
による水田の雑草防
除、天敵（捕食性テント
ウムシ等）の利用など

生物的機能を活用した
交信かく乱剤(ﾌｪﾛﾓﾝ)

などの利用

農薬の課題（ＩＰＭ（総合的病害虫・雑草管理））

防虫ネットや雑草抑制シ－
トの利用、太陽熱での土壌
消毒など

耐病虫性品種の利用、病
害虫の発生源となる雑草
の除去など

＜３（１）病害虫防除、農薬＞



２ 食品安全行政（食品の安全）

(1) 食品安全行政の枠組

(2) 食品安全行政の体制

(3) リスク分析手法

（リスクアナリシス）

本日の講義内容
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３ 食の安定供給にかかる食品安全行
政上の取組（食の安全）

(1) 病害虫防除、農薬

(2) 肥料・飼料

(3) 動物防疫

(4) 植物防疫

４ 食の信頼確保にかかる食品安全行
政上の取組（食の安心）

(1) 食品トレーサビリティ

(2) 食品表示・監視

(3) 米穀の流通監視

(4) 食品防御（フードディフェンス）

(5) 消費者の部屋、懇談会等

１ 「食品の安全」と「食の安全」

(1) 食品が安全であること

(2) リスクとハザード

５ まとめ



普通肥料を譲渡すると
きは、肥料の種類・名称、
保証成分量、生産業者
の氏名・住所・生産年月
等を記載した保証票の
添付を、生産業者・販売
業者に対して義務付け

肥料の種類毎に、含有す
べき主成分（窒素、リン
酸、カリ等）の最小量、含
有が許される植物にとっ
ての有害成分（カドミウム
等）の最大量等を農林水
産大臣が設定

肥料の品質等の保全、
公正な取引等の確保

肥料の区分と登録：

法律の目的：

肥料取締法

65

農業生産力の維持増進に寄与、
国民の健康の保護に資する

このため、肥料の規格及び施用基準の公定、登録、検査等を実施

普通肥料
（特殊肥料以外の肥料）

特殊肥料
（農林水産大臣の指定する米ぬか、
たい肥、 その他の肥料）

生産、輸入する前に農林水産大臣又は
都道府県知事に銘柄毎に登録

• 登録の調査 申請書の記載内
容、肥料の見本等から、公定規
格との適合性、名称の妥当性、
植物の生育に対する害の有無等
を調査

• 登録の有効期間：３年又は６年

登録等：公定規格： 保証票の添付：

生産、輸入する前に都道府県知事
にその旨を届出

＜３（２）肥料・飼料＞


